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式
　
辞

　

新
緑
が
輝
き
を
増
し
、
す
が

す
が
し
い
春
の
風
が
吹
き
抜

け
て
い
く
今
日
の
佳
き
日
に
、

同
窓
会
会
長
・
保
護
者
会
役

員
の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様

を
お
迎
え
し
て
、
令
和
三
年

度
日
本
大
学
山
形
高
等
学
校

「
入
学
式
」
を
挙
行
で
き
ま
す

こ
と
は
、
在
校
生
、
教
職
員

に
と
り
ま
し
て
も
、
大
き
な

喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
、

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様

方
に
は
、
入
学
す
る
生
徒
の

門
出
に
華
を
添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
入
学
を
許
可
い�

た
し
ま
し
た
、
三
〇
四
名
の
新

入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望

に
満
ち
た
新
入
生
の
皆
さ
ん

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
学

校
と
し
て
、
誠
に
慶
び
に
堪

え
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
式

典
の
内
容
を
精
査
し
て
の
入

学
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
世
界
的
な
危
機
を
前
に

し
て
、
私
た
ち
「
ヒ
ト
」
も

万
物
の
霊
長
な
ど
と
傲
慢
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
な
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

の
状
況
に
対
し
て
、
謙
虚
に
向

か
い
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
本
校

で
真
摯
に
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
地
球
上

の
感
染
症
や
癌
な
ど
の
難
病

を
予
防
で
き
る
医
学
者
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
経
済
危
機

に
陥
ら
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
経
済
学
者

が
出
現
す
る
こ
と
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
本
校
を
目
指

し
、
入
学
試
験
を
通
し
て
選

ば
れ
た
人
た
ち
で
す
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、「
自

分
は
高
校
へ
進
む
ん
だ
」
と

決
意
し
た
と
き
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
高
校
生
活
で
は
、
つ

ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
と
き
に
は
、
高
校
進

学
を
決
意
し
た
日
の
気
持
ち

を
思
い
出
し
、
勇
気
を
持
っ

て
自
分
を
励
ま
し
て
乗
り
越

え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
高

校
は
義
務
教
育
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
ら
鍛
え
、
卒
業
ま

で
頑
張
り
通
す
覚
悟
が
、
是

非
と
も
必
要
で
す
。
三
年
後

に
は
、
全
員
で
大
い
な
る
満

足
と
と
も
に
卒
業
式
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
学
校
の
目
指
す
と

こ
ろ
に
は
、
不
易
と
流
行
が

あ
り
ま
す
。

　

日
大
山
形
高
校
の
不
易
は
、

日
本
大
学
の
教
育
理
念
で
あ

る
「
自
主
創
造
」、
つ
ま
り
、

知
的
好
奇
心
を
も
っ
て
自
ら

が
課
題
に
取
り
組
み
、
新
し

い
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ

と
を
指
し
ま
す
が
、
こ
の
理

念
の
も
と
に
、
本
校
の
教
育

方
針
で
あ
る
、
知
育
・
徳
育
・

体
育
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

教
育
を
掲
げ
て
、「
考
え
る
力
」

を
養
い
「
自
問
自
答
」
で
き

る
生
徒
の
育
成
で
す
。

　

清
純
な
気
品
の
高
い
人
間

の
育
成
、
大
樹
の
よ
う
に
大

き
く
伸
び
る
自
主
的
な
人
間

の
育
成
、
世
界
性
の
豊
か
な

人
間
・
自
主
自
立
の
人
材
の

育
成
で
す
。

　

流
行
と
し
て
は
、
教
育
方

針
を
受
け
た
現
代
の
本
校
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
多
様

な
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
引
き
起
こ
し
、
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
人
間
の
育
成
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で

活
躍
す
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。
孔

子
の
『
論
語
』
に
、「
吾
十
有

五
に
し
て
学
に
志
す
」、
と
あ

り
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん

が
、
興
味
を
持
っ
た
学
問
分

野
、
職
業
分
野
に
お
い
て
大

い
な
る
貢
献
を
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

人
は
環
境
に
よ
っ
て
育
ち
、

経
験
に
よ
っ
て
成
長
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
日

大
山
形
高
校
と
い
う
学
習
に

も
運
動
に
も
恵
ま
れ
た
環
境

で
、
学
習
や
行
事
、
部
活
動

な
ど
の
様
々
な
経
験
を
積
み
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
は
、
大
学
受
験

や
就
職
試
験
な
ど
で
役
立
つ
勉

強
だ
け
で
な
く
、
大
学
に
入
っ

て
か
ら
、
さ
ら
に
は
社
会
に
出

て
か
ら
、一
生
役
に
立
つ
学
力
・

能
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
際

社
会
で
必
要
な
の
は
、
文
系
の

知
識
教
養
を
備
え
た
理
系
の
人

間
、
理
系
の
セ
ン
ス
の
あ
る
文

系
の
人
間
で
す
。

　

真
の
学
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
は
、
授
業
を
中
心
に
据
え
、

十
分
な
自
主
学
習
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。ど
ん
な
に
部
活
・

行
事
で
忙
し
く
て
も
的
確
に
切

り
替
え
を
行
い
、
学
習
の
時
間

を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
苦
し

く
て
も
そ
の
経
験
が
人
間
を
磨

き
ま
す
。
是
非
、学
習
と
部
活
・

行
事
の
二
兎
を
狙
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
一
年
生
か
ら
地

道
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

三
年
先
で
の
進
路
希
望
の
実
現

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
日
大
山
形
高

校
で
、
自
分
の
可
能
性
を
精
一

杯
引
き
出
し
、
夢
を
実
現
し

て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
教
職
員

は
全
力
で
、
指
導
に
当
た
り
ま

す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
、
本

気
、
元
気
、
根
気
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
保
護
者
の
皆
様
に

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
、

お
子
様
の
ご
入
学
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

よ
り
大
切
な
お
子
様
を
お
預

か
り
し
、
学
校
と
し
て
で
き

る
限
り
の
教
育
を
行
い
、
お

子
様
の
健
全
な
る
成
長
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
入
学

に
当
た
り
、
学
校
と
し
て
保

護
者
の
皆
様
に
お
願
い
が
二

つ
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
お
子
様
が
「
高

校
生
と
し
て
必
要
か
つ
望
ま

し
い
習
慣
」
を
身
に
つ
け
る

よ
う
、
ご
家
庭
で
の
ご
指
導

を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
高
校
生
の
年
代
は
、

経
験
も
判
断
力
も
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
。
ま
た
、
高
校
生

を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て

安
心
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
状
況
で
、

良
き
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
に
は
、
ご
家
庭
で
の
ご
指

導
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
本
校
の
教
育

方
針
を
ご
理
解
頂
き
、
学
校
と

の
連
携
を
お
願
い
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
生
徒
の
実
態
と

社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
た
本
校

の
指
導
方
針
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
ご
家
庭
と
学
校
が
車
の

両
輪
と
な
り
、
お
子
様
の
成
長

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
何
卒
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
入
学
し
た

三
〇
四
名
の
新
入
生
の
皆
さ

ん
の
充
実
し
た
高
校
生
活
と
、

健
や
か
な
成
長
を
祈
念
し
、
式

辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
四
月
六
日

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校

　
　

�

校
長　

島
津　

宏
道

令
和
三
年
度

　
第
一
学
年
担
当
教
員

主　

任�

伊
藤　

恵
二
（
国
）

副
主
任�

小
嶋　

佑
治
（
理
）

一　

組�

小
嶋　

佑
治
（
理
）

二　

組�

佐
藤　

祐
平（
保
体
）

三　

組�

河
田　
　

勤
（
英
）

四　

組�

板
垣　

慶
子
（
数
）

五　

組�

野
川　
　

淳（
地
・
公
）

六　

組�

神
保　

和
浩（
地
・
公
）

七　

組�

森
谷　
　

翔
（
国
）

八　

組�

丹
野　

恵
太
（
英
）

九　

組�

星
名　
　

始
（
情
）

副
担
任�

林　
　

充
彦
（
数
）

　
　
　

�

中
村　

寿
一
（
芸
）

◇
学
年
所
属
教
員

�

平
野　

礼
子
（
国
）

�

植
田　

靖
典
（
数
）

�

鈴
木　

吉
典
（
数
）

�

吉
田　

貴
行
（
理
）

�

鵜
浦　

悦
子
（
理
）

�

板
垣　

和
良
（
英
）

�

濱
田
由
紀
子
（
英
）

�

ホ
ン
ビ
ー　

チ
ャ
ド
（
英
）

�

青
木　

大
和（
保
体
）

入学記念品を受け取る東海林さん

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度  

入
学
式

入
学
式  

　
　
自
主
創
造
　
大
志
を
抱
き
　
新
た
な
一
歩

　
　
自
主
創
造
　
大
志
を
抱
き
　
新
た
な
一
歩

　
春
の
暖
か
さ
に
包
ま
れ
、
入
学
式
を
心
待
ち
に
し
た
新
入
生
の
期
待
と
希
望
を
表
す
か
の
よ
う

に
桜
の
花
も
咲
き
始
め
た
令
和
三
年
四
月
六
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
行
い
、
新
入
生
三
〇
四
名
を
迎
え
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
感
染
防
止
対
策
に
基
づ
い
て
様
々

な
対
応
、
準
備
を
行
っ
て
の
入
学
式
は
、
新
入
生
、
保
護
者
、
我
々
教
職
員
に
と
っ
て
も
深
く

心
に
刻
ま
れ
た
も
の
に
な
っ
た
。「
ボ
ー
イ
ズ
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
大
志
を
抱
き
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
踏
み
出
す
新
入
生
の
そ
の
一
歩
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
自
己
実
現
に
向
け
た
大
い
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
。
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各
　
賞

一
、
学
長
賞
（
学
業
部
門
）

�

須
貝　

祐
也（
上
山
南
中
）

二
、
学
長
賞

�

（
学
術
・
文
化
部
門
）

　

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

三
、
優
秀
賞

�

（
学
術
・
文
化
部
門
）

　

放
送
部

四
、
優
秀
賞（
体
育
部
門
）

　

大
河
原　

陽（
山
形
六
中
）

五
、
優
等
賞

　

阿
部　

有
希（
山
形
一
中
）

　

須
貝　

祐
也（
上
山
南
中
）

　

柴
田
美
夢
菜（
東
根
一
中
）

　

内
藤　

大
貴（
天
童
四
中
）

　

横
尾　

拓
磨（
楯
岡
中
）

六
、
皆
勤
賞�

三
九
名

七
、
精
勤
賞�

一
五
九
名

八
、
学
校
長
賞�

三
九
名

九
、
大
久
保
・
矢
野
賞

⑴
　
努
力
賞

　

麥
島　

凜
乃（
岐
阜
県
高
鷲
中
）

　

小
関　

創
大（
山
形
一
中
）

　

大
江　

咲
良（
山
形
二
中
）

　

山
口　

未
南（
蔵
王
一
中
）

　

須
藤　

健
太（
山
形
四
中
）

　

阿
部　

真
珠（
酒
田
東
部
中
）

　

阿
部　

優
作（
陵
南
中
）

　

木
川
ほ
の
か（
山
形
四
中
）

　

中
嶋　

凌
生（
山
形
四
中
）

　

渡
部　

真
悠（
天
童
四
中
）

　

堀
江　

愛
花（
東
根
一
中
）

⑵
　
功
労
賞

会　

長

　

藤
田　

恭
大（
神
町
中
）

総
務
員

　

髙
野　

史
菜（
神
町
中
）

　

菊
池　

遥
介（
東
根
一
中
）

　

渡
邉　

麻
友（
山
形
六
中
）

　

丹
野　

礼
菜（
山
形
一
中
）

　

大
江　

咲
良（
山
形
二
中
）

　

小
関　

楓
恋（
山
大
附
中
）

代
議
員
議
長

　

中
村　

望
乃（
高
楯
中
）

代
議
員
副
議
長

　

内
藤　

大
貴（
天
童
四
中
）

　

小
川　
　

陸（
山
形
七
中
）

学
級
委
員
長

　

南　

有
理
沙（
日
田
市
立
東
部
）

Ｈ
Ｒ
運
営
委
員
長

　

後
藤　

穂
宇（
陵
南
中
）

週
番
委
員
長

　

高
品　
　

晃（
山
形
二
中
）

保
体
委
員
長

　

門
脇　
　

響（
山
形
五
中
）

環
境
整
備
委
員
長

　

板
垣　
　

成（
山
形
一
中
）

図
書
委
員
長

　

椎
名　

悠
真（
山
形
二
中
）

女
子
部
専
門
委
員
長

　

田
村
英
未
里（
東
根
一
中
）

応
援
委
員
長
・
團
長

　

柴
崎　
　

創（
大
石
田
中
）

⑶
　
体
育
賞

野
球
部

　

町
田
紘
司
朗（
山
形
一
中
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

小
関　

創
大（
山
形
一
中
）

サ
ッ
カ
ー
部

　

阿
部　

真
珠（
酒
田
東
部
中
）

剣
道
部

　

江
口　

航
太（
上
山
南
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

富
樫　

聡
太（
山
形
四
中
）

陸
上
競
技
部

　

殿
岡　
　

真（
山
形
四
中
）

陸
上
競
技
部

　

増
子
り
あ
ん（
天
童
一
中
）

柔
道
部

　

高
橋　

惟
庸（
中
山
中
）

卓
球
部

　

佐
藤　

光
翼（
山
辺
中
）

ボ
ク
シ
ン
グ
部

　

宮
林
凜
々
子（
山
形
四
中
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

竹
田　

尚
人（
金
井
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

高
野　

聖
梧（
山
形
十
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

半
田　

真
由（
山
形
十
中
）

ス
キ
ー
部

　

畠
山　

拓
輝（
沖
野
中
）

水
泳
部

　

佐
藤　

皓
芽（
山
形
三
中
）

男
子
テ
ニ
ス
部

　

二
ノ
戸
亮
徳（
高
楯
中
）

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

千
場　

優
輝（
山
形
六
中
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

長
岡　

里
桜（
山
形
一
中
）

ゴ
ル
フ
部

　

髙
橋　

光
希（
山
形
三
中
）

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

岸　

い
ぶ
希（
山
形
八
中
）

女
子
テ
ニ
ス
部

　

峰
田　

理
生（
山
形
十
中
）

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

矢
作　

紗
雪（
天
童
一
中
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

阿
部　

夏
那（
白
鷹
中
）

⑷
　
文
化
賞

吹
奏
楽
部

　

谷
口　

真
子（
陵
南
中
）

英
会
話
部

　

阿
部　

有
希（
山
形
一
中
）

写
真
部

　

菅
野　

一
花（
山
形
六
中
）

生
物
部

　

高
品　
　

晃（
山
形
二
中
）

演
劇
部

　

佐
藤
千
彩
希（
山
形
一
中
）

書
道
部

　

白
田　

捺
芽（
山
形
三
中
）

放
送
部

　

村
山　

佑
月（
山
形
五
中
）

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

　

田
村
英
未
里（
東
根
一
中
）

音
楽
部

　

髙
野　

史
菜（
神
町
中
）

囲
碁
・
将
棋
部

　

大
又　

尚
人（
山
形
三
中
）

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

　

佐
藤　

妃
夏（
陵
南
中
）

漫
画
部

　

石
川　

結
花（
山
形
六
中
）

十
、
栄
光
の
メ
ダ
ル

⑴
　
金
メ
ダ
ル

ボ
ク
シ
ン
グ

　

佐
々
木　

巌（
山
形
六
中
）

⑵
　
銀
メ
ダ
ル

ボ
ク
シ
ン
グ�

五
名

水
泳�

六
名

ス
キ
ー�

一
名

⑶
　
銅
メ
ダ
ル

サ
ッ
カ
ー�

二
九
名

ボ
ク
シ
ン
グ�

七
名

ス
キ
ー�

一
名

テ
ニ
ス�

五
名

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

�

五
名

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　

五
名

⑷
　
文
化
賞
メ
ダ
ル

吹
奏
楽�

七
名

囲
碁
・
将
棋�

一
名

ダ
ン
ス
ド
リ
ル�

六
名

学
外
賞

日
本
私
立
中
高
連
理
事
長
賞

　

藤
田　

恭
大（
神
町
中
）

令
和
二
年
度 

第
六
十
一
回
卒
業
式

�

卒
業
生
総
数
　
三
七
二
名

　
令
和
三
年
三
月
一
日
、
本
校
第
一
体
育
館
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
時
間
を
短
縮
し
た
形
で
は
あ
っ
た
が
、
卒
業
式
を
無
事
に
挙
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
卒
業
式
に
あ
た
り
、
在
学
中
に
各
方
面
で
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
、
各
賞
を
授
与
さ

れ
た
生
徒
の
氏
名
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

担任を先頭に入場

校長式辞

広 報 日 大 山 形（3） 令和３年４月28日



　

三
月
九
日
か
ら
志
賀
高
原
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十

三
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー

大
会
」
で
中
山
美
咲
（
二
年
）
が

女
子
回
転
及
び
、
個
人
総
合
の
二

種
目
で
優
勝
を
果
た
し
た
。
今
後

の
活
躍
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

 

運
　
動
　
部

 
�

野
球
部

・�

第
七
十
三
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学

校
野
球
山
形
県
大
会　

優
勝

・�

第
七
十
三
回
秋
季
東
北
地
区
高

等
学
校
野
球
大
会　

ベ
ス
ト
４

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・�

山
形
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

ベ
ス
ト
８

・�

山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会　

ベ
ス
ト
８

サ
ッ
カ
ー
部

・�

第
九
十
九
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会　

出
場

・�

第
九
十
九
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
山
形
県
大
会　

優
勝

・�

第
二
十
回
東
北
高
等
学
校
新
人

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会　

出
場

・�

山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会　

二
位

剣
道
部

・�

東
北
高
等
学
校
剣
道
選
抜
優
勝
大
会

　

男
子
団
体　

予
選
敗
退

・�

山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

団　
　

体　

二
位

　

男
子
個
人　

二
位

　

�

髙
村　

大
成（
山
形
十
中
）

陸
上
競
技
部

・
東
北
新
人
大
会

　

砲
丸
投
げ　

六
位

�

庄
司　

磨
生
（
河
北
中
）

柔
道
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

男
子
九
〇
㎏
級　

五
位

　

�

宮
古　
　

瑛
（
楯
岡
中
）　

・�

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権

　

大
会
山
形
予
選
会

　

男
子
団
体　

五
位　

ボ
ク
シ
ン
グ
部

・
東
北
高
等
学
校
新
人
大
会

　

男
子

　
一
部
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　

二
位

�

　

菅
原　

輝
真
（
山
形
四
中
）

　

一
部
ウ
エ
ル
タ
ー
級

　

二
位

�

　

戸
田　

匠
人
（
尾
花
沢
中
）

　

一
部
ミ
ド
ル
級

　

二
位

�

渡
邉　

賢
人
（
陵
南
中
）

　
二
部
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　

二
位

�

　

菅
野　

颯
真
（
尾
花
沢
中
）

　

女
子

　

ラ
イ
ト
級

　

優
勝

�

　

船
山　

乃
亜
（
上
山
北
中
）

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

男
子
の
部

　

一
部
学
校
対
抗

　

優
勝　

　

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　

優
勝

�

　

菅
原　

輝
真
（
山
形
四
中
）

　

フ
ラ
イ
級

　

優
勝

�

　

⻆
田　

琉
星
（
山
形
六
中
）

　

バ
ン
タ
ム
級

　

優
勝

�

　

斎
藤
喜
代
太
（
陵
西
中
）

　
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

　

優
勝

�

　

奥
山　

湧
介
（
天
童
三
中
）

　

ウ
エ
ル
タ
ー
級

　

優
勝

�

　

戸
田　

匠
人
（
大
石
田
中
）

　

ミ
ド
ル
級

　

優
勝

�

　

渡
邉　

賢
人
（
陵
南
中
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

全
国
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権�

山
形
予
選
会

　

ベ
ス
ト
８

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

男
子

　

団
体　

ベ
ス
ト
８

　

個
人　

ベ
ス
ト
16

　

女
子

　

個
人

　

三
回
戦
出
場

ス
キ
ー
部

・
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

　

男
子
大
回
転

　

出
場

�

　

青
木　

理
恩
（
山
形
六
中
）

　

男
子
回
転

　

出
場

�

青
木　

理
恩
（
山
形
六
中
）

　

女
子
大
回
転

　

出
場

�

　

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

　

女
子
回
転

　

出
場

�

　

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

・�

第
三
十
八
回
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
全
日
本

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会

　
男
子
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス

　

十
二
位

　

�　

塚
原　

悠
翔
（
芳
野
中
）

　

�　

柴
田　

理
人
（
上
山
北
中
）

　

女
子
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス

　

二
位

�　
　

稲
毛
胡
々
音
（
上
山
北
中
）

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
大
回
転

　

出
場

　

�　

青
木　

理
恩
（
山
形
六
中
）

　

�

畠
山　

拓
輝
（
沖
野
中
）

　

�

中
村　

騎
士
（
豊
橋
中
部
中
）

　

男
子
回
転

　

十
位

�

　

青
木　

理
恩
（
山
形
六
中
）

　

出
場

�

　

株
木　

玖
隆
（
天
童
四
中
）

　

�

畠
山　

拓
輝
（
沖
野
中
）

　

女
子
大
回
転

　

出
場

�

　

中
山　

美
咲
（
み
ど
り
台
中
）

　

�

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

　

女
子
回
転

　

出
場

�
　

中
山　

美
咲
（
み
ど
り
台
中
）

�

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

　

�
麥
島　

凜
乃
（
高
鷹
中
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド

　

出
場

�
丸
田　

流
星
（
米
沢
三
中
）

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

　

出
場

�

丸
田　

流
星
（
米
沢
三
中
）

・
全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

　

男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

　

出
場

　

�

株
木　

玖
隆
（
天
童
四
中
）

�

徳
武　

優
太
（
戸
隠
中
）

　

�

五
十
嵐
瑞
希
（
み
ず
き
中
）

　

�

中
村　

騎
士
（
豊
橋
中
部
中
）

　

男
子
大
回
転

　

六
位

�

中
村　

騎
士
（
豊
橋
中
部
中
）

　

出
場

　

�

株
木　

玖
隆
（
天
童
四
中
）

　

�

徳
武　

優
太
（
戸
隠
中
）

　

�

五
十
嵐
瑞
希
（
み
ず
き
中
）

　

�

五
十
嵐　

玲
（
最
上
中
）

　

男
子
回
転

　

出
場

�

　

中
村　

騎
士
（
豊
橋
中
部
中
）

�

　

株
木　

玖
隆
（
天
童
四
中
）

�

　

徳
武　

優
太
（
戸
隠
中
）

�

　

五
十
嵐
瑞
希
（
み
ず
き
中
）

�

　

五
十
嵐　

玲
（
最
上
中
）

　

女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

　

六
位

�

　

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

　

十
位

�

　

中
山　

美
咲
（
み
ど
り
台
中
）

　

出
場

�

　
マ
カ
ロ
ン
愛
子
（
米
沢
四
中
）

　

女
子
大
回
転

　

二
位

�

中
山　

美
咲
（
み
ど
り
台
中
）

　

四
位

�

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

　

出
場

�

マ
カ
ロ
ン
愛
子
（
米
沢
四
中
）

　

女
子
回
転

　

優
勝

�

中
山　

美
咲
（
み
ど
り
台
中
）

　

出
場

�

　

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

�

マ
カ
ロ
ン
愛
子
（
米
沢
四
中
）

　

女
子
総
合

　

優
勝

�

　

中
山　

美
咲
（
み
ど
り
台
中
）

　

六
位

�

　

松
田
弥
咲
紀
（
野
崎
中
）

水
泳
部

・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン　

　

二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

出
場　

�

関　
　

琴
音
（
天
童
一
中
）

・
東
北
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

男
子

　

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　

優
勝　

�

伊
藤　

康
太
（
山
形
六
中
）

　

二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　

優
勝

�

伊
藤　

康
太
（
山
形
六
中
）

　

女
子

　

二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

優
勝　

�

小
原
希
々
颯
（
天
童
一
中
）

　

四
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

二
位　

�

小
原
希
々
颯
（
天
童
一
中
）

男
子
テ
ニ
ス
部

・
東
北
選
抜
テ
ニ
ス
大
会

　

団
体　

六
位　

・�
東
北
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会

　

団
体　

四
位　

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

団
体　

優
勝　

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝

�

　

遠
藤　

大
空
（
朝
日
中
）

　

二
位

�

池
野　
　

匠
（
山
形
六
中
）

・
山
形
県
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス
大
会

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝

�

　

四
釜　

瑞
己
（
山
形
六
中
）

　

四
位

�

　

土
佐
林
大
和
（
金
井
中
）

・�

東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

　

山
形
県
選
考
会

　

シ
ン
グ
ル

　

優
勝　

�

池
野　
　

匠
（
山
形
六
中
）

　

二
位

�

　

阿
部　

壱
冴
（
山
形
六
中
）

　

三
位

�

　

齊
藤　

拓
海
（
山
形
四
中
）

　

四
位

�

　

遠
藤　

大
空
（
朝
日
中
）

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会　

ベ
ス
ト
８

ゴ
ル
フ
部

　

�

全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

秋
季
東
北
大
会

　

男
子
個
人　

　

九
位

�

　

大
石　

恵
輝
（
天
童
一
中
）

　

十
一
位

�

　

石
澤　

慧
翔
（
天
童
三
中
）

　

女
子
個
人

　

九
位

�

　

秋
葉　

怜
奈
（
天
童
三
中
）

・�

全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

春
季
大
会

　

出
場大

石　

恵
輝
（
天
童
一
中
）

石
澤　

慧
翔
（
天
童
三
中
）

秋
葉　

怜
奈
（
天
童
三
中
）

女
子
テ
ニ
ス
部

・
東
北
選
抜
テ
ニ
ス
大
会

　

団
体　

二
回
戦
進
出　

・�

東
北
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会

　

団
体　

二
位　

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

三
位

�

　

茂
木　

音
羽
（
金
井
中
）

　

�

団
体
及
び
個
人
で
全
国
私
立
高
等

学
校
テ
ニ
ス
大
会
出
場
権
獲
得

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

団
体　

二
位

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝

�

　

茂
木　

音
羽
（
金
井
中
）

　

三
位

�

　

須
藤　

朱
梨
（
東
根
二
中
）

・�

東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

山
形
県
選
考
会

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

二
位

�

　

茂
木　

音
羽
（
金
井
中
）

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　

二
位

・
全
国
選
抜
大
会
山
形
県
予
選
会

　

二
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・�

山
形
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会　

ベ
ス
ト
16

・�

山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会　

ベ
ス
ト
16　

文
　
化
　
部
　

美
術
部

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

県
高
校
美
術
展
賞

�

　

長
濱　

日
和
（
山
形
六
中
）

　

総
合
文
化
賞

�

　

長
濱　

日
和
（
山
形
六
中
）　

　

奨
励
賞

�

　

菊
地　

優
李
（
山
形
六
中
）

写
真
部

・�

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｎ　

出
品

�

菅
野　

一
花
（
山
形
六
中
）

�

髙
嶋　

弘
樹
（
山
大
附
中
）

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

優
秀
賞

�

　

長
沼　

佳
奈
（
山
形
六
中
）

生
物
部

・�

山
形
県
探
究
型
学
習
課
題
研
究

発
表
会
（
代
替
大
会
）

　

優
秀
賞
（
生
物
部
門
）

書
道
部

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

優
秀
賞

�

古
澤　

和
馬
（
陵
南
中
）　

　

入
選　

四
名

放
送
部

・�

第
二
十
七
回
山
形
県
高
校

　

コ
ン
テ
ス
ト
新
人
大
会

　
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門　

二
位

　
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門　

二
位

　
テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門　

三
位

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門　

出
場

�

　

岩
渕　

華
野
（
山
大
附
中
）

　

朗
読
部
門　

出
場

�

　

鈴
木　

佳
乃
（
朝
日
中
）

・�

第
二
十
四
回
東
北
高
等
学
校�

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
山
形
大
会

　

テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門�

　

出
場

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

・
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
秋
季
競
技
大
会

　
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
Ｍｅ
ｄ
ｉｕ
ｍ
編
成　

優
勝

　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
部
門　

優
勝

部
活
動
報
告

中
山
美
咲

中
山
美
咲

��

全
国
制
覇

全
国
制
覇

広 報 日 大 山 形 （4）令和３年４月28日



日本大学	 136（２）名
法学部	 11名
文理学部	 15（１）名
経済学部	 10名
商学部	 7名
国際関係学部	 2名
スポーツ科学部	 2名
理工学部	 17（１）名
生産工学部	 28名
工学部	 25名
松戸歯学部	 2名
生物資源科学部	 9名
薬学部	 2名
法学部二部	 3名
短期大学部（三島）	 2名
短期大学部（船橋）	 1名

国公立大学　37（５）名
弘前大学　教育	 1名
東北大学　医（保健）	 1名
　　　　　薬	 2（１）名
宮城教育大学　教育	 1名
山形大学　人文社会科	 2名
　　　　　地域教育文化	 5名
　　　　　理	 2（１）名
　　　　　工	 3（１）名
　　　　　医（医）	 1名
宇都宮大学　工	 1名
埼玉大学　工	 1名
千葉大学　理	 1名
新潟大学　法	 3名
　　　　　経済科	 2名
　　　　　理	 1名
　　　　　医（保健）2（	１）名
三重大学　人文	 1名
青森公立大学	 1（１）名
岩手県立大学　社会福祉	 1名
山形県立保健医療大学　看護	 3名
東京都立大学　人文社会	 1名
滋賀県立大学　人間文化	 1名

日本大学以外の　　
私立大学・短期大学
177（25）名
仙台大学	 5名
仙台白百合女子大学	 1名

東北医科薬科大学	3（２）名
東北学院大学	 16（１）名
東北福祉大学	 7名
東北芸術工科大学	9（１）名
東北公益文科大学	 2名
東北文教大学	 4名
日本薬科大学	 3名
青山学院大学	 1名
北里大学	 2（２）名
駒澤大学	 2名
順天堂大学	 2名
専修大学	 2名
中央大学	 6（１）名
東京歯科大学	 1名
東京理科大学	 4（２）名
東洋大学	 5（１）名
法政大学	 2名
明治大学	 5（２）名
明治学院大学	 3名
ヤマザキ動物看護大学	 1名
立教大学	 2名
同志社大学	 1名
立命館大学	 2名
羽陽学園短期大学　	 1名
東北文教大学短期大学部	 1名
� など
専門学校　70名
日本大学医学部附属看護専門学校	 5名
国立病院機構山形病院附属看護学校	 1名

山形市立病院済生館高等看護学院	 2名
山形医療技術専門学校	 3名
山形厚生看護学校	 4名
山形歯科専門学校	 3名
大原スポーツ公務員専門学校 山形校	3名
仙台医療福祉専門学校	2名
仙台大原簿記情報公務員専門学校	 2名
仙台ビューティーアート専門学校	 5名
仙台医健・スポーツ専門学校	9名
仙台徳州看護専門学校	1名
東北文化学園専門学校	2名
新潟医療技術専門学校	1名
日本工学院専門学校	 2名
� など
就　職　34名
株式会社山形県食肉公社	 1名
日産プリンス山形販売株式会社	 1名
株式会社カスカワスポーツ	 2名
株式会社ヤマザワ	 1名
日新製薬株式会社	 2名
日本地下水開発株式会社	1名
山形県警察	 1名
警視庁	 2名
千葉県警察	 1名
横浜市消防局	 1名
自衛官一般曹候補生	 3名
自衛官候補生	 4名
� など

　

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一

日
か
ら
一
都
三
県
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
た
第
九
十
九
回
全

国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
に
、
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
が

五
年
ぶ
り
十
四
度
目
の
出
場

を
果
た
し
た
。近
江
高
校（
滋

賀
県
代
表
）
と
の
一
回
戦
は

前
半
に
失
点
し
た
も
の
の
、

後
半
六
分
に
Ｍ
Ｆ
大
河
原

陽
（
山
形
六
中
）
の
フ
リ
ー

キ
ッ
ク
が
直
接
ゴ
ー
ル
ネ
ッ

ト
を
揺
ら
し
同
点
に
追
い
つ

い
た
。
一
進
一
退
の
好
ゲ
ー

ム
は
Ｐ
Ｋ
戦
ま
で
も
つ
れ
た

が
、
勝
利
を
つ
か
み
取
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

高
校
総
体
を
始
め
、
各
種

競
技
の
大
会
が
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
令
和
二
年
度
。

全
国
の
舞
台
に
立
ち
多
く
の

人
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て

く
れ
た
サ
ッ
カ
ー
部
に
、
万

雷
の
拍
手
を
送
り
た
い
。

全
国
大
会
に
出
場
し
て

　
主
将
　
阿
部
　
真
珠

（
酒
田
東
部
中
）

　

三
年
間
苦
楽
を
共
に
し
た

メ
ン
バ
ー
で
選
手
権
大
会
に

出
場
で
き
た
こ
と
は
、
今

後
の
人
生
に
お
い
て
か
け

が
え
の
な

い
財
産
に

な
り
ま
し

た
。
ピ
ッ

チ
上
で
感

じ
た
重
圧
や
責
任
、
そ
し
て

何
よ
り
も
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
は
、
あ
の
舞

台
で
し
か
経
験
で
き
な
い
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全

国
大
会
で
勝
利
す
る
と
い
う

目
標
に
は
あ
と
一
歩
届
か
ず
、

非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
経
験
を
こ
の
先
の

人
生
の
糧
と
し
て
い
く
こ
と
、

想
い
を
後
輩
た
ち
へ
伝
え
支

え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
サ
ッ

カ
ー
部
の
一

層
の
躍
進
を

願
っ
て
い
ま

す
。
応
援
し

て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

試合に臨むイレブン

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

サ
ッ
カ
ー
部
　

サ
ッ
カ
ー
部
　
全
国
の
ピ
ッ
チ
で
躍
動

全
国
の
ピ
ッ
チ
で
躍
動

勝利へ，心を一つに

　卒業生372名の進路状況は, ４年制大学253名（68.0％），短期大学８名（2.2％），専門学校69名（18.5％），
就職30名（8.1％）であった。
　今年度は新型コロナウイルスの感染拡大により，オープンキャンパス・学校説明会の中止やWEB開催へ
の切り替え，就職試験日程の変更など，大学の入試改革以外にも不安のある中だったが，生徒たちの計画的・
意欲的な取り組みにより，多くの者が目標として掲げていた進路希望を達成することができた。進学率の

向上とともに，特筆すべきは山形県警察や横浜市消防局など公務員合格者が多かったことである。年々変わる社会情勢の中，
先生方の的確な指導と生徒一人ひとりの努力の継続により，上記のようにそれぞれの進路目標を達成できたものと考えている。

令和２年度卒業生の進路状況について
� 進路指導主任　松浦　正治

主な
合格実績

令和２年度

※延べ人数
※（　）内の数字は，過年度生で内数
令和３年３月31日現在

広 報 日 大 山 形（5） 令和３年４月28日



　
学
年
主
任
あ
い
さ
つ

　

新
入
生
諸

君
の
本
校
へ

の
入
学
を
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
義
務
教
育

を
終
え
て
、
高
校
へ
と
進
学

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

の
目
的
が
高
校
で
学
ば
な
け

れ
ば
叶
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
既
に

明
確
な
目
標
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
を
持

た
な
い
諸
君
も
中
に
は
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
君
た
ち
に
問
い
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
君
た

ち
は
何
を
目
的
と
し
て
高
校

へ
進
学
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

改
め
て
自
分
の
高
校
で
達
成

し
た
い
目
標
を
見
つ
め
て
み

て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
す
。
求

め
る
も
の
が
あ
る
時
、
人
は

目
標
に
向
か
っ
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
も
の
で
す
。
新
入
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
是
非
、
高

校
で
叶
え
た
い
目
標
を
胸
に

高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
目
標

に
向
か
っ
て
共
に
歩
む
三
年

間
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

目
標
を
胸
に
ス
タ
ー
ト

第
一
学
年
主
任
　

伊
藤
　
恵
二

　

入
学
し
て

一
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
校
歌
を
歌
う
こ

と
も
仲
間
を
直
接
応
援
す
る

機
会
も
な
く
、
桜
華
祭
も
な

い
と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
状
況
で
し
た
。

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
し

た
。
日
大
山
形
は
そ
の
よ
う

な
豊
か
な
学
校
生
活
を
通
し

て
、
成
長
の
機
会
を
多
く
得

ら
れ
る
高
校
で
す
。
ぜ
ひ
、

今
年
度
は
学
習
活
動
と
と
も

に
、
部
活
動
、
学
校
行
事
、

大
会
、
そ
し
て
修
学
旅
行
な

ど
を
思
う
存
分
楽
し
め
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

二
学
年
で
は
探
究
学
習
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
自
ら
の
可

能
性
を
広
げ
る
大
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
普
段
か
ら
、
自
分
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
高
い
意
識
で

追
い
求
め
る
習
慣
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、

自
分
の
成
長
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
や
る
気

が
持
続
し
成
果
が
で
ま
す
。

希
望
の
進
路
達
成
の
礎
と
な

る
一
年
と
な
る
よ
う
、
一
緒

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
ら
の
テ
ー
マ
を
探
究
し
よ
う

第
二
学
年
主
任
　

澁
井
　
　
徹

　

最
終
学
年

を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
後

に
は
、
各
自
が
自
分
の
目
指

す
進
路
に
到
達
し
て
い
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
多
種
多
様
な
分
野
の

大
学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学

と
就
職
、
或
い
は
地
元
に
残

る
者
、
地
元
を
離
れ
る
者

等
、
各
人
が
目
指
す
進
路
は

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
中
学
校

か
ら
高
校
へ
と
い
う
単
線
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
進
路
と

は
異
な
り
、
ま
た
社
会
人
に

直
結
す
る
進
路
選
択
と
な
る

た
め
、
そ
の
選
択
の
与
え
る

影
響
は
よ
り
大
き
な
も
の
に

な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
一
年
の
持
つ
意
味
は
重

要
で
す
。「
何
と
か
な
る
だ

ろ
う
」
で
は
な
く
「
何
と
か

す
る
ぞ
」
と
い
う
能
動
的
な

気
概
と
行
動
力
を
持
っ
て
、

学
業
、
部
活
動
等
、
様
々
な

場
面
で
持
て
る
力
を
出
し
惜

し
み
せ
ず
発
揮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
高

校
生
活
に
納
得
の
い
く
締
め

括
り
に
な
る
三
〇
〇
日
を
過

ご
せ
る
よ
う
期
待
し
、
私
た

ち
教
員
も
諸
君
を
応
援
し
ま

す
。 自

己
実
現
へ
の
三
〇
〇
日

第
三
学
年
主
任
　

遠
藤
　
淳
一

　

こ
の
度
、
数
学
科
の
非
常

勤
講
師
と
し
て
お
世
話
に
な

り
ま
す
鈴
木
吉
典
で
す
。

　

新
た
な
出
会
い
に
感
謝

し
、「
一
歩　

前
へ
」
踏
み

出
す
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
確

実
に
前
に
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
実
り
多
き
豊
か
な
経
験

が
得
ら
れ
る
未
来
を
、
み
な

さ
ん
と
共
に
歩
め
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

全
国
の
高
校
生
を
対
象
に

行
わ
れ
た
、「
日
本
大
学
第

二
回
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

お
い
て
、
一
年
七
組
の
川
合

理
緒
那
さ
ん
（
高
楯
中
）
が

佳
作
に
入
賞
し
た
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
高
校
生
が
将

来
の
生
き
方
・
進
路
を
模
索

し
、
自
発
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
意
識
の
醸
成
と
、
学
習
意

識
の
向
上
を
願
っ
て
企
画
さ

れ
た
。
川
合
さ
ん
は
受
賞
の

喜
び
を
「
私
の
胸
中
に
あ
る

感
情
、
そ
し
て
私
が
考
え
る

『
今
』
を
生
き
抜
く
力
を
、

作
文
を
通
し
て
伝
え
た
い
と

考
え
、
応
募
し
ま
し
た
。
入

賞
で
き
、
と
て
も
光
栄
に
思

い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
活

躍
で
き
る
よ
う
、
日
々
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
本
校
生
徒
の
成
績
は
、

昨
年
度
最
優
秀
賞
受
賞
の
土

門
一
葉
さ
ん
に
続
く
快
挙
で

あ
る
。
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

　

例
年
七
月
上
旬
に
行
わ
れ

て
い
る
体
育
祭
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ

て
い
た
が
、
二
日
間
開
催
し

て
い
た
規
模
を
一
日
開
催

に
縮
小
し
て
一
、三
年
生
は

十
一
月
、
二
年
生
は
十
二
月

に
本
校
体
育
館
で
実
施
さ
れ

た
。
接
触
す
る
競
技
を
避
け

る
た
め
、
一
、三
年
生
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
二
年
生
は
リ

レ
ー
や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
等
の

複
数
競
技
が
行
わ
れ
た
。
多

く
の
行
事
が
中
止
や
延
期
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
短
い
時

間
で
は
あ
っ
た
が
ク
ラ
ス
が

一
致
団
結
し
て
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
非
常
に
貴
重

な
事
で
あ
っ
た
。

日
本
大
学
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
大
学
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
　
賞
入
　
賞

•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•

体
育
祭

体
育
祭

新
任
教
職
員
紹
介

新
任
教
職
員
紹
介

新
任
教
職
員
紹
介

鈴
木
　
吉
典

（
数
学
科
）

　

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。

三
年
生
の
保
健
体
育（
武
道
）

を
担
当
し
ま
す
。
本
校
で
は

十
年
余
り
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
野
球
部
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
武
道
の
授
業
は
二

学
期
ま
で
の
短
い
間
で
す

が
、
怪
我
の
な
い
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

草
苅
　
大
悟

（
保
健
体
育
科
）

声援禁止のオセロでは
熱気が漂う

一進一退のバレーボール
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令
和
三
年
二
月
十
三
日
、

校
内
に
て
第
二
学
年
「
探
究

発
表
全
体
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
総
合
的
な
探
究
の
時
間

に
お
い
て
、
各
自
が
抱
く
世

の
中
の
疑
問
や
、
興
味
関
心

の
あ
る
も
の
を
深
く
学
び
、

追
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の

全
体
会
は
、
各
ク
ラ
ス
で
選

出
さ
れ
た
二
グ
ル
ー
プ
合
計

二
十
グ
ル
ー
プ
が
各
会
場
に

分
か
れ
、
二
学
年
生
徒
と
教

職
員
を
前
に
発
表
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ

半
年
に
わ
た
る
探
究
の
成
果

を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が

工
夫
を
凝
ら
し
発
表
し
た
。

質
疑
応
答
も
活
発
で
、
新
た

な
疑
問
や
今
後
の
探
究
の

テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
場
と
し

て
も
有
効
で
あ
っ
た
。

　
二
学
年
全
体
で
は
八
十
九

の
グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
、
同

じ
数
の
探
究
の
テ
ー
マ
が
設

定
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
内
に
お

い
て
共
通
の
興
味
を
持
つ
仲

間
と
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、

探
究
の
テ
ー
マ
を
設
定
。
調

査
方
法
を
模
索
し
、
ま
と
め
、

発
表
会
に
臨
ん
だ
。
社
会
問

題
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
た
グ

ル
ー
プ
か
ら
個
性
的
な
探
究

テ
ー
マ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

仲
間
の
発
表
を
通
じ
て
普
段

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
こ

と
ま
で
知
る
こ
と
の
で
き
る

素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
っ

た
。
ク
ラ
ス
代
表
が
集
ま
っ

た
全
体
会
で
は
自
分
が
聞
き

た
い
発
表
を
四
つ
選
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
会
に
参
加
し

た
。
ど
の
テ
ー
マ
も
興
味
深

い
も
の
が
多
く
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
に
発
表
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。
知
識
を
広
げ
る
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
疑
問
を

見
つ
け
解
決
し
た
い
と
意
欲

を
湧
か
す
生
徒
や
、
新
し
い

分
野
に
興
味
が
芽
生
え
た
生

徒
も
多
く
現
れ
、「
探
究
発
表

会
」
は
全
体
を
通
じ
て
大
成

功
と
な
っ
た
。

　
自
ら
考
え
、
自
ら
学
び
、

課
題
解
決
を
目
指
し
た
こ
の

学
び
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
切
り
開
く
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
も

の
に
な
っ
た
。
次
年
度
以
降

も
こ
の
活
動
は
続
く
が
、
よ

り
深
く
活
発
な
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
学
年 

探
究
発
表
全
体
会

　
十
一
月
十
六
日
か
ら
四
泊

五
日
の
日
程
で
、
第
二
学
年

は
九
州
修
学
旅
行
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
修

学
旅
行
を
実
施
す
る
か
中
止

に
す
る
か
と
い
う
議
論
か
ら

始
ま
り
、
幾
度
と
な
い
会
議

を
経
て
、
高
校
生
活
の
大
切

な
一
頁
を
奪
い
た
く
な
い
と

い
う
強
い
思
い
か
ら
、
生
徒

の
健
康
と
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
九
州
修
学
旅
行
が
実
施

さ
れ
た
。

　
修
学
旅
行
前
か
ら
の
日
々

の
健
康
記
録
、
旅
行
中
は
一

日
の
中
で
何
度
も
手
指
消
毒

や
検
温
を
必
要
と
し
た
。
人

混
み
を
避
け
る
よ
う
な
工
夫

や
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
た

食
事
の
形
式
な
ど
、
例
年
に

は
な
い
こ
と
が
増
え
た
修
学

旅
行
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
た

ち
は
九
州
の
多
様
な
文
化
や

戦
争
遺
跡
に
触
れ
る
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
主
体
的

に
活
躍
・
貢
献
で
き
る
素
養

を
身
に
つ
け
た
よ
う
だ
。
多

感
な
時
期
に
多
く
の
刺
激
に

触
れ
る
こ
と
は
そ
の
後
の
人

生
を
豊
か
に
す
る
。
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
寝
食
を
共
に
し
、

驚
き
や
感
動
を
共
有
で
き
た

こ
と
は
高
校
生
の
今
だ
か
ら

こ
そ
大
き
な
価
値
が
あ
り
、

そ
れ
を
経
験
で
き
た
修
学
旅

行
は
非
常
に
有
意
義
な
も
の

と
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
の
下
で
は
あ
っ
た
が
、
生

徒
た
ち
の
笑
顔
と
満
足
し
た

表
情
は
こ
の
修
学
旅
行
が
成

功
し
た
証
と
な
っ
た
。

主
な
行
程

一
日
目
：
移
動

二
日
目
：�

大
刀
洗
平
和
記
念
館
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

三
日
目
：�

長
崎
平
和
公
園
、

原
爆
資
料
館
、

　
　
　
　
長
崎
市
内
班
別
研
修

四
日
目
：
ク
ラ
ス
別
研
修

五
日
目
：�

太
宰
府
天
満
宮
、

移
動

九
州
修
学
旅
行

〜
さ
ま
ざ
ま
な

　
　制
約
の
下
で
〜

全体発表会テーマ
１組　足が速い人の共通点
１組　�社会で活躍するために

必要な力とは
２組　大学・専門学校の特色
２組　将来性のある仕事
３組　高齢者介護と保育士
３組　オリンピック
４組　コンビニの食品ロス
４組　低炭素社会
５組　フェアトレードについて
５組　芸術が人間に与える影響
６組　変わりゆく音楽業界
　　　withコロナ
６組　現代日本の教育問題について
７組　授業中などの眠気への対策
７組　AI・情報技術の現在と今後
８組　依存症
８組　宇宙とは
９組　注意を引く教え方とは
９組　睡眠と朝食と学習
10組　�ゲームの種類による依

存の傾向
10組　ホラー映画の共通点

平和公園（長崎市）

広 報 日 大 山 形（7） 令和３年４月28日
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山
新
グ
ル
ー
プ

山
新
グ
ル
ー
プ

　山形新聞グループに勤務する本校卒業生からなる「日
大山高桜友会」（佐藤宏樹会長）より，図書を寄贈してい
ただきました。初めて頂戴した平成４年から29回目を迎
える今年度までに寄贈された図書数は368冊を数えます。
　図書館の専用の書架には，辞典や図鑑，国内の古典的名
著などが並んでいます。外出自粛が求められるなか，図書
館の利用数が増えていることから，生徒の間にも読書の奥
深さが伝わっているように思います。大切に読み継がせて
いただくと共に，先輩方の善意に深く御礼申し上げます。

図書を
いただきました
図書を
いただきました

日大山高桜友会より日大山高桜友会より

日大山高山新桜友会より日大山高山新桜友会より

山形新聞　読み方講座 令和２年度　卒業式 阪神タイガース入団の中野拓夢選手（平成26年度卒）

２年　体育祭 県議会議員との意見交換会 九州修学旅行（軍艦島）

入学式 新しいクラスのスタート i Padの準備風景

　

春
は
別
れ
の
季
節
で
あ
る
。

だ
が
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
私

に
と
っ
て
、
別
れ
を
経
て
も
友

人
た
ち
は
す
ぐ
近
く
に
い
て
、

い
つ
で
も
会
え
る
存
在
だ
っ

た
。
し
か
し
山
形
と
い
う
土
地

柄
に
加
え
、
日
本
大
学
の
付
属

高
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
校

の
生
徒
た
ち
の
中
に
は
山
形
を

離
れ
る
者
も
多
い
。
そ
れ
は
彼

ら
に
と
っ
て
、正
し
く
「
別
れ
」

で
あ
る
。
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
地
と
の
別
れ
、
家
族
や
友
人

と
の
別
れ
。
気
軽
に
再
会
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
私
も
山
形

へ
赴
任
す
る
に
あ
た
り
、「
別

れ
」
を
経
験
し
た
。
さ
ら
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、「
再
会
」
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
よ
り
一
層
感
じ
た
一

年
だ
っ
た
。

　

一
方
で
、
春
は
出
会
い
の
季

節
で
も
あ
る
。
新
入
生
は
こ
れ

か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
胸
を

躍
ら
せ
て
い
る
こ
と
と
思
う

が
、
こ
の
三
年
間
で
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
出
会
い
を
経
験
す

る
だ
ろ
う
。
二
・
三
年
生
に
も

新
た
な
出
会
い
が
、
ま
だ
ま
だ

い
く
つ
も
待
っ
て
い
る
は
ず

だ
。
別
れ
が
あ
る
の
は
仕
方
が

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
人
々
と
共
に
過

ご
せ
る
日
々
を
、
一
日
一
日
大

切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。
私
も
こ
の
学
校
で
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
。「
出
会
い
に
感
謝
」
し
て
、

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
き

た
い
。

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
広
報
部

〒
990
―
2433　
山
形
市
鳥
居
ヶ
丘
四
―
五
五

電　
　

話　

〇
二
三
―
六
四
一
―
六
六
三
一（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
三
―
六
四
一
―
六
六
三
四

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w
w
.ym
gt.hs.nihon-u.ac.jp

印　
　

刷　

㈱
大　

風　

印　

刷

写
真
提
供　

フ
ォ
ト
イ
シ
ヤ
マ

令和３年度　学校説明会
第１回　10月 ２日(土) 第２回　10月23日(土)

第３回　11月14日(日) 第４回　11月20日(土)

第５回　12月11日(土)

全体説明会，特進コース説明会，個別相談，校舎見学，部活動
見学などを実施予定です。

※�部活動体験会，学校説明会ともに詳細は後日，本校ホームページに掲載いた
しますのでご確認ください。　

※�上記以外の期日に学校参観を希望なさる方は，お電話の上ご来校ください。
（☎023-641-6631　担当 /矢作・橋本）

令和３年度　部活動体験会
第１回　 ８月 ７日(土) 第２回　８月14日(土)

集え，中学生！日大山形の熱い部活動を体験しよう。

広 報 日 大 山 形 （8）令和３年４月28日


	P01_74号
	P02-04_74号
	P05_74号
	P06_74号
	P07_74号
	P08_74号

